
国 民 年 金 からのお知らせ

令
和
８
年
10
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
育
児
免
除
制
度
が

�

は
じ
ま
り
ま
す
！

　
子
を
養
育
す
る
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
を
、

養
育
す
る
子
が
１
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
の
期
間
、
免

除
さ
れ
る
制
度
が
令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
所

得
要
件
は
な
く
、
実
父
母
・
養
父
母
と
も
に
申
請
が
可
能
で

す
。

※ 

親
子
関
係
を
維
持
し
、
子
と
同
一
住
所
で
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。

※ 

実
母
の
方
は
産
前
産
後
免
除
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
将
来
の
年
金
受
給
額

は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
ほ

か
、
免
除
期
間
中
も
月
額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付

し
、
受
給
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
場

合
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
「
遺
族
基
礎
年
金
」

の
受
給
資
格
期
間
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
さ
れ
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
も
し
く

は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
草
津

年
金
事
務
所
ま
た
は
住
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
電
子
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

申
請
受
付
は
令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

♦
制
度
や
手
続
き
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の一部
免
除
の�

�

承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
も�

�

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
全
額
免
除
に
該
当
せ
ず
、
一
部
免
除
（
４
分
の

３
免
除
・
半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
）
が
承
認
さ

れ
た
方
は
、
免
除
に
該
当
し
な
か
っ
た
部
分
の
保
険

料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
未
納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
ケ
ガ
や
病
気
で
「
万

が
一
」
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
期
限
か
ら
２
年
が
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
草
津
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

免
除
区
分

保
険
料
額
（
令
和
８
年
度
）

３
／
４
免
除

月
額
　
４
，４
８
０
円

半
額
免
除

月
額
　
８
，９
６
０
円

１
／
４
免
除

月
額
１
３
，４
４
０
円

※ 

令
和
８
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
７
，９
２
０

円
で
す
。

※ 

月
額
の
計
算
は
、
10
円
未
満
切
り
上
げ
で
す
。

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』は�

�
期
限
ま
で
に�

�
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。（
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
課
税
対
象
者
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
期
限
ま

で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら
れ

る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
　
草
津
年
金
事
務
所	

☎
０
７
７-

５
６
７-

２
２
２
０

住
民
課
　
保
険
年
金
担
当	

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
８
４

問

住民基本台帳の閲覧状況の公表
　令和７年度における住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を次のとおり公表します。（住民基本台帳法第
11条第３項および第11条の２第12項ならびに住民基本台帳の一部の写しの閲覧ならびに住民票の写し等お
よび除票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に基づく）

申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

自衛隊滋賀地方協力
本部長

自衛官等の募集に伴う
広報

令和７年
４月21日

町内全域
平成19年４月２日から平成20年４月１日
までに生まれた日本人男女

株式会社アールシー
代表取締役

平井　雅一朗

「滋賀の子どもの声
調査業務」の対象者の
幸せ実感や悩み事に

関する意識の把握のため

令和７年
８月22日

松尾第１～３全域、五月台全域、村井第１～
３全域
平成20年４月２日～平成21年４月１日生
まれの男女

　閲覧が認められているのは次の場合です。
１． 国または地方公共団体の機関が、法令で定める事務の遂行のために必要である場合
２． 統計調査、世論調査、学術研究、その他の調査のうち、総務大臣が定める基準に照らして公益性が高い

ものの実施のために必要である場合
３． 公共的団体が行う地域住民の福祉の向上に寄与する活動のうち、公益性が高いと認められるものの実施

のために必要である場合
４． 営利以外の目的で行う居住関係の確認のうち、提訴の提起その他特別の事情による居住関係の確認とし

て市町村長が定めるものの実施のために必要である場合

住民課　住民担当　☎ 0748-52-6571問

日本年金機構
ホームページ

マイナポータル

屋
外
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告
物

屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

日
野
町

日
野
町

ス
ポ
ー
ツ
天
国
の
日
を

ス
ポ
ー
ツ
天
国
の
日
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
に

て
、
毎
年
９
月
１

日
～
10
日
を
「
屋

外
広
告
物
適
正
化

旬
間
」
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
滋
賀

県
お
よ
び
県
内
全

市
町
が
連
携
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
期
間
中
に
屋
外
広
告
物
規
制
に
関

す
る
周
知
啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
の
掲
出
は
、
滋
賀
県

屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
掲
出
に
許
可
が
必
要
な
屋
外
広
告
物
の
種
類

や
許
可
申
請
手
続
き
の
流
れ
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

問

日
野
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）　

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
6

問

町ホームページ
屋外広告物許可
申請等について

と
　
き
／�

10�
月
11�
日
（
日
）　

９
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
大
谷
公
園

内
　
容
／�

り
ん
ご
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
、
モ
ル
ッ
ク
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
（
申
込
不
要
）

　
　
　
　�

誰
で
も
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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４． 営利以外の目的で行う居住関係の確認のうち、提訴の提起その他特別の事情による居住関係の確認とし

て市町村長が定めるものの実施のために必要である場合

住民課　住民担当　☎ 0748-52-6571問

日本年金機構
ホームページ

マイナポータル

屋
外
広
告
物

屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

日
野
町

日
野
町

ス
ポ
ー
ツ
天
国
の
日
を

ス
ポ
ー
ツ
天
国
の
日
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
に

て
、
毎
年
９
月
１

日
～
10
日
を
「
屋

外
広
告
物
適
正
化

旬
間
」
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
滋
賀

県
お
よ
び
県
内
全

市
町
が
連
携
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
期
間
中
に
屋
外
広
告
物
規
制
に
関

す
る
周
知
啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
の
掲
出
は
、
滋
賀
県

屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
掲
出
に
許
可
が
必
要
な
屋
外
広
告
物
の
種
類

や
許
可
申
請
手
続
き
の
流
れ
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

問

日
野
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）　

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
6

問

町ホームページ
屋外広告物許可
申請等について

と
　
き
／�

10�
月
11�
日
（
日
）　

９
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
大
谷
公
園

内
　
容
／�

り
ん
ご
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
、
モ
ル
ッ
ク
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
（
申
込
不
要
）

　
　
　
　�

誰
で
も
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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